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計
画
中
の
協
会
企
画
に
つ
い
て
ご
案
内

お

知

ら

せ

斉
藤

友
覧
先
生
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
れ
か
ら
役
立
つ
風
景
撮
影
術
」
開
催
ご
案
内

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
組
み
写
真
の
部

佐
藤

登
（
連
続
入
選
）

推
薦
（
７
月
号
）

「
雪
夜
の
花
嫁
道
中
」

入
選
（
８
月
号
）

「
里
の
野
焼
き
」

第
２
５
回
シ
ル
バ
ー
創
作
展

準
シ
ル
バ
ー
大
賞

佐
々
木

か
よ

「
瞬
」

第
１
４
回
Ｊ
Ｐ
Ａ
写
真
公
募
展

入
選

佐
々
木

か
よ

「
春
を
待
つ
」

大
友

悦
男

「
岩
燕
」

★
会
員
の
所
属
ク
ラ
ブ
写
真
展

開
催
の
ご
案
内

倶
楽
部
６
４
５
写
真
展

「
出
会
い
の
喜
び
Ⅶ
」

当
協
会
の
会
計
監
査
を
担
当
さ

れ
て
い
る
佐
々
木
康
照
会
員
が

所
属
し
て
い
る
中
盤
カ
メ
ラ
の

写
真
ク
ラ
ブ
展
で
す
。

開
催
期
間
・
・
・

９
月
８
日
（
木
）
～
１
３
日

（
火
）
午
前
１
０
時
～
午
後
５

時
３
０
分
（
土
・
日
も
開
催
）

場
所
・
・
・

富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

仙
台
（
仙
台
市
宮
城
野
区

二
十
人
町
99
・
富
士
フ
イ
ル
ム

仙
台
ビ
ル
１
階
）

佐
藤
博
信
先
生
を
顧
問
と
し
て

６
４
５
の
中
盤
フ
イ
ル
ム
カ
メ

ラ
で
写
し
た
作
品
の
展
示
で

す
。
見
応
え
の
あ
る
作
品
ば
か

り
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

是
非
、
会
員
の
皆
様
も
お
出
掛

け
に
な
っ
て
下
さ
い
。

日
本
風
景
写
真
家
協
会
の
会

長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
斎
藤

友
覧
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
て

今
年
第
２
回
目
の
ス
ラ
イ
ド
＆

ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

日
程
１
１
月
１
６
日
（
水
）

午
後
１
時
に
受
付
開
始
、
１
時

３
０
分
か
ら
質
問
時
間
も
含
め

約
２
時
間
で
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
会
場
は
日
立
シ

ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
の
３
階

エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
。
収
容
人
数
は

最
大
９
０
名
。
参
加
費
は
会
員

１
，
０
０
０
円
、
一
般
の
方
は

１
，
５
０
０
円
で
、
但
し
新
規

入
会
に
申
し
込
ま
れ
れ
ば
会
員

扱
い
と
致
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会

に
つ
い
て
は
、
今
回
斎
藤
先
生

は
当
日
東
京
に
お
帰
り
に
な
り

ま
す
の
で
、
開
催
は
見
合
わ
せ

ま
し
た
。

少
し
早
い
の
で
す
が
費
用
節

約
の
関
係
で
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
案
内
状
と
出
・
欠
記
入
返

信
は
が
き
を
こ
の
会
報
に
同

封
し
ま
し
た
の
で
、
１
０
月

１
５
日
（
土
）
ま
で
に
ご
返

信
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

斎
藤
先
生
に
お
願
い
す
る

き
っ
か
け
は
、
２
月
に
富
士

フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
仙

台
で
開
催
さ
れ
た
第
１
１
回

「
美
し
い
風
景
写
真
１
０
０

人
展
」
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
で

斎
藤
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
ト
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、

風
景
写
真
誌
の
石
川
編
集
長

様
経
由
で
斎
藤
先
生
に
東
北

方
面
に
お
出
掛
け
の
折
、
当

協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
を
お
願
い

出
来
な
い
か
ご
挨
拶
で
お
願

い
し
ま
し
た
ら
、
「
い
い
で

す
よ
」
と
の
ご
返
事
を
頂
戴

し
、
実
現
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
の
お
話
の
内

容
に
付
き
ま
し
て
は
、
斎
藤

先
生
よ
り
「
風
景
を
動
か
し

て
表
現
し
て
み
る
」
な
ど
新

し
い
発
想
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

よ
る
風
景
表
現
を
中
心
に
画

像
を
見
な
が
ら
解
説
致
し
ま

す
と
の
ご
連
絡
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

先
生
の
略
歴
は
１
９
４
１
年

東
京
都
生
ま
れ
、
８
０
年
に
写

真
家
に
転
向
さ
れ
、
以
来
全
国

の
風
景
を
写
し
始
め
ま
し
た
。

９
０
年
に
写
真
事
務
所
「
フ
ォ

ト
ワ
ー
ク
遊
」
を
設
立
。
０
４

年
写
真
ク
ラ
ブ
「
ふ
ぉ
と
く
ら

ぶ
遊
」
を
設
立
。
大
判
か
ら
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
ま
で
駆
使
し
て

日
本
全
国
を
撮
影
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
写
真
集
：
「
日
本
の
風

景
・
春
夏
編
１
」
「
同
上
・
秋

冬
編
１
」
「
同
上
・
春
夏
編

２
」
「
同
上
・
秋
冬
編
２
」
を

０
６
年
と
０
７
年
で
発
行
。

全
国
合
計
３
９
２
ヵ
所
６
３
０

景
の
画
像
と
的
確
な
交
通
案
内

・
現
場
地
図
、
撮
影
ポ
イ
ン
ト

の
現
場
写
真
を
掲
載
。
ロ
ケ
ハ

ン
不
要
で
撮
影
地
点
に
す
ぐ
立

て
て
、
撮
影
が
出
来
る
。
優
れ

た
内
容
の
写
真
集
で
す
。

試
に
購
入
し
ま
し
た
の
で
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
折
持
参
し
て

見
て
戴
け
る
様
に
致
し
ま
す
。

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
等
の
通
販
で
購

入
可
能
で
す
。

第
11
回
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
報
告

●
前
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま

し
た
「
ホ
テ
ル
立
山
に
泊
ま

る
・
大
迫
力
の
山
岳
風
景
・

天
上
の
パ
ノ
ラ
マ
と
星
空
風

景
」
は
募
集
人
員
40
名
に
対

し
、
現
在
の
処
、
定
員
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
最
小
催

行
人
数
３
０
名
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
会

員
の
方
で
ま
だ
お
申
し
込
み

を
さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方
は

是
非
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

今
回
の
目
玉
は
室
堂
の
バ

ス
発
着
場
に
あ
る
「
ホ
テ
ル

立
山
」
に
宿
泊
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
予
約
が

中
々
取
り
難
い
ホ
テ
ル
で
宿

泊
費
は
高
い
の
で
す
が
、
バ

ス
か
ら
降
り
て
直
ぐ
に
ホ
テ

ル
に
入
れ
、
屋
上
か
ら
は
夕

照
の
雲
海
や
晴
れ
た
夜
に
は

無
限
の
星
を
目
の
当
た
り
に

出
来
、
絶
好
の
星
空
撮
影
が

出
来
ま
す
。
１
０
月
の
晴
れ

の
確
立
は
６
０
％
台
で
高
い

で
す
。
ま
た
、
別
料
金
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
黒
部
渓

谷
も
眺
め
ら
れ
る
大
観
峰
へ
も

行
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
年

は
暑
か
っ
た
の
で
綺
麗
な
紅
葉

も
期
待
出
来
る
の
で
は
！

申
込
先
：
河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
２
２
‐
２
２
１
‐
６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：

０
２
２
‐
７
２
３
‐
４
６
７
２

（
土
・
日
・
祝
日
は
お
休
み
）

●
第
２
回
デ
ジ
タ
ル
実
習
セ
ミ

ナ
ー

開
催

日
時
：
１
１
月
２
２
日
（
火
）

１
３
：
０
０
～
１
６
：
３
０

場
所
：
ニ
コ
ン
プ
ラ
ザ
仙
台

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
仙
台
市
青
葉
区
中
央
1
丁
目

３
ー
１
・
ア
エ
ル
２
９
階
）

０
２
２
‐
７
１
５
‐
７
４
９
０

募
集
人
員
：
先
着
８
名
（
講
師

と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
対
応
）

会
費
：
１
，
０
０
０
円

パ
ソ
コ
ン
は
参
加
者
が
持
参

（
Ｏ
Ｓ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の

Ｘ
Ｐ
，
７
、
８
．
１
、
１
０
）

申
込
締
切
：
11
月
10
日
（
木
）

申
込
先
：
丸
山
副
会
長
宛
直
接

０
９
０
ー
５
５
９
４
ー
１
４
３
９

に
直
接
お
申
込
下
さ
い
。

講
師
：
丸
山
、
秋
葉
、
阿
部
、

岡
部
、
進
藤
、
先
崎
、
名
久
井
、

渡
邊
（
善
）
今
回
は
Ｒ
Ａ
Ｗ
現
像

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実

施
予
定
。
お
申
込
は
早
め
に
！

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
撮
る
撮

影
ツ
ア
ー

今
年
と
昨
年
は
西
伊
豆
経
由
の
富

士
山
撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
が
、

来
年
の
富
士
山
は
久
し
振
り
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
の
撮
影
に
挑
み

ま
す
。
撮
影
場
所
は
山
中
湖
か
ら

で
夕
日
の
沈
む
時
間
を
狙
っ
て
撮

影
し
ま
す
。
以
前
に
行
っ
た
時
は

当
日
富
士
山
頂
上
に
雲
が
懸
か

り
、
翌
日
午
後
お
天
気
を
見
て
当

初
予
定
の
撮
影
場
所
を
変
更
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
成
功
。
今
回
は
？

日
程
：
平
成
２
９
年
２
月
６
日

（
月
）
～
８
日
（
水
）

詳
細
は
現
在
河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル

と
交
渉
中
で
す
。
開
催
ま
で
時
間

が
あ
り
ま
す
の
で
お
待
ち
下
さ

い
。
詳
細
決
ま
り
次
第
改
め
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

今
年
第
１
回
目
の
撮
影
実

習
セ
ミ
ナ
ー
を
旭
ヶ
丘
に
あ

る
台
原
森
林
公
園
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
だ
け
に
よ
る
撮
影

実
習
で
、
当
初
参
加
応
募
者

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

色
々
な
機
会
に
告
知
を
進

め
、
最
終
的
に
参
加
者
は
講

師
の
竹
内
会
長
と
丸
山
副
会

長
を
含
め
17
名
で
し
た
。

9
時
15
分
に
旭
ヶ
丘
駅
改

札
口
に
集
合
、
初
め
て
参
加
さ

れ
た
方
も
居
ら
れ
簡
単
に
進
め

方
を
説
明
。
午
前
中
の
撮
影
に

各
自
出
掛
け
ま
し
た
。
公
園
に

は
近
く
の
小
学
校
の
学
外
実
習

で
元
気
に
走
り
回
る
子
供
達
も

お
り
、
先
生
に
話
し
て
許
可
を

頂
き
撮
影
し
ま
し
た
。
樹
木
の

多
い
広
い
園
内
を
一
周
し
、
元

気
に
撮
影
を
楽
し
む
参
加
者
も

居
て
忽
ち
撮
影
時
間
が
終
了
。

昼
食
は
セ
ミ
ナ
ー
会
場
内
レ

ス
ト
ラ
ン
「
け
や
き
の
杜
」
の

ラ
ン
チ
を
楽
し
み
、
そ
の
後
、

エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
に
て
Ｐ
Ｃ
持
参

参
加
の
渡
邊
副
会
長
に
も
手
伝

っ
て
貰
い
一
人
5
点
を
選
定
。

撮
影
作
品
を
順
次
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
写
し
て
竹
内
会
長
に

よ
る
講
評
を
受
け
、
同
じ
場
所

に
い
て
も
ア
ン
グ
ル
や
露
出
、

Ｐ
Ｌ
の
使
い
方
等
の
違
い
を
勉

強
し
ま
し
た
。
作
品
は
東
風
協

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
ま
す
。

斉藤友覧先生

東
風
協
を
設
立
し
て
１
０
年

目
の
今
年
は
一
年
置
き
に
開

催
し
て
お
り
ま
す
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
第
５
回
作
品
展

「
美
し
い
日
本
」
を
７
月
１

日
（
金
）
～
６
日
（
水
）
の

期
間
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｂ

全
室
を
お
借
り
し
て
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

出
展
さ
れ
た
会
員
は
名
誉

顧
問
の
竹
内
敏
信
先
生
、
顧

問
の
椎
名
亮
介
先
生
を
含
め

５
９
名
で
敏
信
先
生
の
全
倍

作
品
１
点
と
椎
名
先
生
の
全

紙
作
品
パ
ネ
ル
１
点
、
参
加

会
員
の
全
紙
作
品
５
９
点
、

半
切
作
品
４
７
点
の
合
計
１

０
８
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

創
立
後
１
０
年
間
の
協
会

活
動
経
緯
を
書
き
記
し
、
パ

ネ
ル
に
し
て
会
場
入
り
口
の

来
場
者
向
け
ご
挨
拶
文
の
脇

に
掲
示
、
別
途
こ
の
間
に
実

協
会
創
立
１
０
周
年
・
第
５
回
作
品
展

「
美
し
い
日
本
」
開
催
の
結
果
ご
報
告

施
し
た
協
会
企
画
撮
影
会
や

協
賛
撮
影
会
、
撮
影
実
習
セ

ミ
ナ
ー
と
作
品
展
並
び
に
特

別
作
品
展
示
会
、
及
び
プ
ロ

の
先
生
を
お
招
き
し
て
開
催

し
た
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ

ミ
ナ
ー
の
詳
細
を
記
し
た
パ

ネ
ル
３
枚
作
成
し
、
活
動
時

の
様
子
を
写
し
た
写
真
も
用

意
し
、
会
場
内
中
央
の
展
示

室
内
に
移
動
式
パ
ネ
ル
を
設

置
。
そ
の
壁
面
に
張
り
付
け

て
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
６
月
１
日
付
で
発
行
し

た
季
刊
紙
「
東
風
季
報
」
第

３
７
号
を
テ
ー
ブ
ル
に
用

意
、
「
自
由
に
お
持
ち
下
さ

い
」
と
記
し
た
張
り
紙
を
置

い
て
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に

お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

展
示
会
場
の
準
備
は
６
月

３
０
日
に
行
い
ま
し
た
。
午

前
中
に
役
員
と
幹
事
だ
け
で

集
ま
り
、
展
示
作
品
の
展
示

方
法
と
順
番
、
１
０
周
年
記

念
の
パ
ネ
ル
掲
示
方
法
等
を

確
認
し
、
高
さ
を
揃
え
る
為

に
下
か
ら
１
２
０
ｃ
ｍ
の
高

さ
に
糸
を
張
り
付
け
、
吊
り

下
げ
用
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
各
展

示
室
の
壁
面
に
取
り
付
け
ま

し
た
。
午
後
１
時
に
出
展
会

員
の
内
、
仙
台
市
と
周
辺
に

住
む
会
員
の
方
に
参
加
頂

き
、
東
北
カ
ラ
ー
デ
ュ
ー
プ

の
加
藤
氏
が
車
で
持
参
し
た

作
品
を
会
場
に
運
び
上
げ
、

役
員
・
幹
事
の
指
示
に
従
っ

て
順
序
を
確
認
。
段
ボ
ー
ル

ケ
ー
ス
か
ら
作
品
を
取
り
出

し
て
展
示
壁
面
下
部
に
並

べ
、
高
さ
と
作
品
の
間
隔
を

確
認
し
な
が
ら
展
示
。
タ
イ

ト
ル
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
竹
内
会
長
に
中
央

部
室
の
ラ
イ
ト
照
明
調
整
を

し
て
頂
き
早
め
に
完
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
参
加
会
員
皆

様
の
ご
協
力
に
寄
り
ま
す
。

今
回
の
作
品
展
で
は
隣
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
に
て
二
科
会

写
真
部
・
宮
城
支
部
が
写
真

展
を
同
時
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
科
会
と
は
会
場
の
申

込
時
か
ら
重
な
り
、
抽
選
で

当
協
会
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ｂ
を

引
き
当
て
、
そ
の
後
偶
然
空

い
て
い
た
Ｃ
会
場
を
二
科
会

が
選
択
し
開
催
期
間
が
同
じ

に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
お

互
い
の
来
場
者
に
双
方
の
会

場
を
見
て
貰
う
こ
と
が
出

来
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
場
者
数
は
過
去
最
大

で
１
，
８
５
６
名
で
し
た
。

こ
れ
も
「
フ
ォ
ト
コ
ン
」
と

「
風
景
写
真
」
の
両
誌
に
作

品
展
の
告
知
を
掲
載
出
来
た

賜
物
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
次

回
開
催
時
に
も
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
三
十
四
話

「
し
ろ
う
と
、
く
ろ
う
と
、
そ
の
中
間
」

「
素
人
」
と
「
玄
人
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
言

葉
の
意
味
は
理
解
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め

て
記
述
す
る
と
、

素
人
＝
あ
る
こ
と
に
経
験
の

な
い
人
の
こ
と
。

玄
人
＝
あ
る
こ
と
に
熟
達
し

た
人
や
専
門
家
の
こ
と
、
と

あ
る
。

「
し
ろ
」
と
「
く
ろ
」
な

の
で
色
の
「
白
」
と
「
黒
」

を
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
漢

字
で
は
「
素
人
」
「
玄
人
」

と
書
き
ま
す
。
色
と
は
関
係

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し

ょ
う
か
。
語
源
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
平
安
時
代
に
は

「
し
ろ
う
と
」
は
「
し
ろ
ひ

と
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、

「
白
人
」
と
書
か
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
室
町

時
代
に
は
「
し
ら
う
と
」
に

な
り
江
戸
時
代
に
は
「
し
ろ

う
と
」
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
「
白
人
」
が

「
素
人
」
に
な
っ
た
の
は
、

「
素
」
に
「
し
ろ
い
」
や

「
平
凡
」
と
い
う
意
味
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
「
く
ろ
う
と
」

も
同
じ
よ
う
に
変
化
し
て

「
黒
人
」
と
書
か
れ
、
「
奥

深
い
」
を
意
味
す
る
「
玄
」

の
漢
字
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。さ

て
そ
こ
で
、
あ
な
た
は

写
真
撮
影
に
関
し
て
「
素

人
」
で
す
か
「
玄
人
」
で
す

か
。
と
問
い
か
け
た
ら
、
な

ん
て
答
え
ま
す
か
。
「
素

人
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
経
験

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か

と
言
っ
て
「
玄
人
」
と
呼
ば

れ
る
く
ら
い
写
真
撮
影
に
達

観
し
て
い
な
い
。
で
も
写
真

展
や
コ
ン
テ
ス
ト
で
発
表
す

る
写
真
を
見
た
人
か
ら
「
玄

人
は
だ
し
」
と
言
わ
れ
て
ち

ょ
っ
と
御
満
悦
に
な
っ
た
り

し
て
ま
す
よ
ね
。

「
玄
人
は
だ
し
」
と
は
プ

ロ
も
驚
く
ほ
ど
芸
達
者
な
素

人
を
見
て
「
玄
人
」
が
履
物

も
履
く
の
も
忘
れ
て
逃
げ
出

す
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
玄
人
に
近
い
素
人

と
は
私
た
ち
の
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
で
も
プ
ロ
に
は
な
れ

な
い
で
す
ね
。
だ
っ
て
「
写

真
」
で
一
人
前
に
お
ま
ん
ま

を
食
べ
て
い
け
ま
せ
ん
か

ら
。
言
う
な
れ
ば
「
半
人

前
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
あ
と
半
人
前
足
ら
な

い
と
こ
ろ
は
日
々
努
力
で
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
領
域
で

す
ね
。
ま
さ
し
く
「
ア
マ
チ

ュ
ア
の
世
界
」
で
す
。
努
力

の
積
み
重
ね
や
、
失
敗
の
連

続
が
成
功
の
基
に
な
る
と
思

っ
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
「
白
人
＝
し
ろ

う
と
」
で
も
「
黒
人
＝
く
ろ

う
と
」
で
も
無
い
と
す
る

と
、
私
た
ち
は
「
灰
人
＝
ぐ

れ
う
と
」
と
呼
ん
だ
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。
私
の
勝
手
な
造

語
で
す
。
写
真
濃
淡
の
白
と

黒
の
諧
調
に
２
５
６
諧
調
あ

り
ま
す
。
「
０
＝
黒
」
と

「
２
５
５
＝
白
」
の
間
は

「
灰
色
＝
グ
レ
ー
」
で
す
。

だ
か
ら
「
灰
人
＝
グ
レ
ウ

ト
」
で
す
。
素
人
か
ら
玄
人

ま
で
も
２
５
６
諧
調
あ
っ
た

ら
、
あ
な
た
は
今
、
何
諧
調

く
ら
い
で
す
か
。
も
う
直
ぐ

真
っ
黒
の
「
１
」
だ
っ
た
ら

努
力
の
賜
で
す
ね
。
さ
く
ら

模
様
の
「
よ
く
が
ん
ば
り
ま

し
た
！
」
の
ハ
ン
コ
を
押
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
こ

そ
、
グ
レ
イ
ト
＝
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ

で
す
。
私
は
ま
だ
ま
だ
「
１

０
０
」
も
切
れ
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
っ
と
ガ
ン
バ
ロ
ー

（
二
〇
一
六
年
九
月

丸
山
慎
一
）

ス
ト
ロ
ボ
撮
影
の
楽
し
み
方

氏
家

芳
雄

【
前
篇
】

編
集
後
記

１
面
は
１
１
月
に
開
催
し

ま
す
斎
藤
友
覧
先
生
の
ス
ラ

イ
ド
＆
ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
案

内
を
ト
ッ
プ
に
創
立
１
０
周

年
・
第
５
回
作
品
展
「
美
し

い
日
本
」
の
開
催
模
様
。
撮

影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報

告
、
今
後
の
協
会
活
動
予
定

案
内
等
の
活
動
内
容
中
心
に

記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

２
面
記
事
は
斎
藤
進
さ

ん
、
高
瀬
英
雄
さ
ん
、
氏
家

芳
雄
さ
ん
に
執
筆
を
お
願
い

し
ま
し
た
処
、
快
く
お
引
き

受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丸
山
副
会
長
、
氏
家
さ
ん

は
連
載
で
す
。
ご
寄
稿
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
季
報
は
皆
様
の
ご
寄
稿

で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

▼
「
２
０
１
５
年
10
月
中

旬
、
わ
た
し
（
コ
ン
パ
ク
ト

デ
ジ
タ
ル
）
は
彼
に
会
う
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
彼
は
何
時
も
わ
た
し
を

一
緒
に
連
れ
て
行
動
し
た
。

最
近
の
動
き
を
追
っ
て
み

た
。

▼
10
月
も
末
、
木
枯
ら
し
も

吹
く
こ
ろ
に
な
っ
て
き
た
。

彼
は
わ
た
し
を
胸
に
仕
舞
い

込
み
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

▼
仙
台
市
営
地
下
鉄
「
旭
ケ

丘
」
駅
下
車
日
立
シ
ス
テ
ム

ズ
ホ
ー
ル
が
彼
と
初
め
て
出

か
け
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

彼
は
駅
を
降
り
、
周
り
を
見

渡
し
、
お
も
む
ろ
に
わ
た
し

を
外
気
に
触
れ
さ
せ
た
。
わ

た
し
は
少
し
寒
さ
を
感
じ
つ

つ
、
そ
れ
で
も
枯
れ
木
立
が

印
象
的
だ
っ
た
の
で
パ
チ
リ

と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

彼
は
わ
た
し
を
労
わ
る
よ
う

に
感
触
を
確
か
め
て
い
た
。

▼
そ
の
所
作
は
、
今
ま
で
わ

た
し
の
兄
貴
（
一
眼
デ
ジ
タ

ル
）
と
付
き
合
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
わ
た
し
に
も

な
る
ほ
ど
と
頷
か
せ
る
も
の

だ
っ
た
。
彼
は
わ
た
し
と
の

付
き
合
い
を
深
め
よ
う
と
、

分
厚
い
「
取
説
」
を
前
に
兄

貴
と
の
対
応
の
違
い
を
折
々

確
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
っ

た
。
わ
た
し
と
し
て
は
、
迷

惑
を
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
丁
寧
に
接
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

▼
冬
の
足
音
も
忍
び
寄
る
12

月
上
旬
、
彼
は
わ
た
し
と
兄

貴
を
帯
同
、
バ
ス
ツ
ア
ー
に

乗
り
込
ん
で
い
た
。
目
指
す

は
山
形
県
米
沢
市
小
白
布
地

区
の
「
柿
」
を
テ
ー
マ
に
点

在
す
る
情
景
を

収
め
よ
う
と
す

る
も
の
だ
っ

た
。
彼
は
わ
た

し
と
兄
貴
を
大

事
に
抱
え
て
い

た
。
広
が
る
情

景
に
浸
か
り
な

が
ら
、
昔
を
思

い
つ
つ
、
わ
た

し
と
兄
貴
を
通

し
て
図
柄
と
し
て
抑
え
よ
う

と
し
て
い
た
。
そ
の
思
い
を

伝
え
る
機
会
に
繋
が
れ
ば

と
。
彼
は
そ
の
機
会
を
探
し

て
い
た
。

▼
年
も
改
ま
り
、
１
月
東
北

風
景
写
真
家
協
会
の
案
内
で

そ
の
機
会
が
あ
る
の
を
知
っ

た
。
彼
は
初
め
て
展
示
に
取

り
組
む
こ
と
に
。
こ
の
こ
と

が
彼
の
創
作
へ
の
気
持
ち
を

高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
っ

た
。

▼
３
月
上
旬
に
は
、
彼
は
わ

た
し
と
兄
貴
と
一
緒
に
黒
伏

を
目
指
し
て
い
た
。
山
肌
に

は
雪
が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ

で
も
今
年
は
少
な
い
方
だ
と

の
こ
と
。
彼
は
わ
た
し
と
兄

貴
を
伴
い
広
が
る
景
色
に
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
き
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
た
。
そ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
は
心
地
よ
く

彼
の
心
に
響
い
て
い
た
。
わ

た
し
は
自
分
で
頷
け
る
情
景

を
彼
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

た
か
と
思
っ
た
。
３
月
中
旬

に
は
「
早
春
の
泉
ケ
岳
」
を

収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

▼
わ
た
し
は
彼
と
出
会
っ
て

か
ら
は
殆
ん
ど
離
れ
る
こ
と

な
く
、
真
近
で
彼
の
所
作
を

眺
め
つ
つ
、
大
事
に
し
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
、
彼

を
見
る
の
だ
っ
た
。
彼
は

今
、
枕
元
に
置
き
、
大
事
に

し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
彼

と
の
付
き
合
い
に
応
え
て
行

こ
う
と
決
め
て
い
る
。

▼
大
事
に
し
て
ね
と
心
に
秘

め
な
が
ら
・
・
・
。

そ
し
て
、
彼
も
わ
た
し
と

の
出
会
い
を
大
事
に
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ
・

・
・
。

明
日
も
よ
ろ
し
く
ね
・
・
・

と
し
て
休
む
こ
と
に
。

注
：
わ
た
し
＝
Ｃ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｏ
ｔ
Ｇ
９
Ｘ

兄
貴
＝
Ｃ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
Ｅ
ｏ
ｓ

Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
Ｘ

彼
＝
作
者

◆
◆
私
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

に
携
わ
っ
て
か
ら
、
か
れ
こ

れ
約
十
年
に
な
り
ま
す
が
、

最
初
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ

を
手
に
入
れ
、
撮
影
手
法
は

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
の
経
験
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ほ
ど

の
戸
惑
い
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。

◆
し
か
し
、
撮
影
後
の
画
像

処
理
過
程
で
、
特
に
Ｐ
Ｃ

（
パ
ソ
コ
ン
）
へ
の
画
像
取

り
込
作
業
で
は
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
片
手
に
神
経
を
使
っ
て
操

作
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
後
、
カ
メ
ラ
を
一
眼

レ
フ
に
取
替
え
た
の
を
機

に
、
撮
影
機
会
も
徐
々
に
多

く
な
り
、
数
年
後
に
は
サ
ー

ク
ル
活
動
も
は
じ
め
ま
し

た
。
所
属
ク
ラ
ブ
の
撮
影
会

を
は
じ
め
様
々
な
撮
影
会
を

体
験
す
る
中
で
、
所
持
す
る

カ
メ
ラ
が
気
に
な
り
だ
し
、

自
分
の
中
で
は
生
涯
の
愛
機

と
決
め
て
い
た
ニ
コ
ン
機
種

と
決
別
し
、
キ
ャ
ノ
ン
機
種

に
乗
り
換
え
た
の
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
か
ら

５
年
目
位
の
頃
で
し
た
。
そ

の
乗
り
換
え
き
っ
か
け
は
、

撮
影
画
像
の
彩
度
感
に
惹
か

れ
た
の
が
理
由
で
す
。
し
か

し
、
英
断
は
し
た
も
の
の
、

当
時
所
有
し
て
い
た
カ
メ
ラ

２
台
と
レ
ン
ズ
８
本
の
機
種

更
改
は
、
年
金
生
活
の
私
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
負
担
で

し
た
。

◆
そ
れ
で
も
段
階
的
な
が
ら

も
こ
だ
わ
り
が
成
就
で
き
た

こ
と
で
、
一
応
満
足
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
◆
次
は
、
画
像
処
理
ツ
ー

ル
と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る

体
験
で
す
。

◆
以
前
、
私
が
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ

と
Ｍ
ａ
ｃ

を
併
用
し
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と

き
使
用
し
た
外
付
け
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
は
両
Ｐ
Ｃ
の
併
用

可
と
の
こ
と
で
、
使
用
条
件

を
確
認
の
上
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
ま
た
は
Ｍ
ａ
ｃ
で
処
理

し
た
画
像
を
同
一
デ
ィ
ス
ク

に
保
存
し
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
時
期
か
ら
保
存
し

た
画
像
が
壊
れ
る
現
象
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
し
か
し
、
当
時
こ
の
画
像

破
壊
の
原
因
は
何
な
の
か
解

明
で
き
な
い
ま
ま
、
カ
メ
ラ

の
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
な

の
か
或
は
カ
メ
ラ
本
体
の
欠

陥
な
の
か
と
あ
れ
こ
れ
考
え

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
を
訪

ね
相
談
し
ま
し
た
が
、
結
局

原
因
が
つ
か
め
な
い
ま
ま
数

ヶ
月
間
、
悶
々
と
し
た
時
期

が
過
ぎ
ま
し
た
。

◆
こ
の
よ
う
な
体
験
の
末
に

あ
る
先
輩
友
人
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
の

要
因
は
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
の

併
用
に
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
を
受
け
、
早
速
ア

ド
バ
イ
ス
に
従
い
改
善
を
図

っ
た
結
果
、
以
後
同
様
の
ト

ラ
ブ
ル
は
回
避
で
き
た
の

で
、
今
で
は
こ
の
処
置
が
よ

か
っ
た
も
の
と
感
謝
し
つ

つ
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
わ
た
し
」
と
「
彼
」
と
の
出
会
い

斎
藤

進

1/2000 F=7.1 ISO 640 ハイスピードシンクロ

ク
ロ
撮
影
方
法
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
目
に
留
ま
り
ま

し
た
。

▼
今
、
そ
の
ス
ト
ロ
ボ
撮
影

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま

す
。

そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

ス
ト
ロ
ボ
の
シ
ン
ク
ロ
（
同

期
）
は
次
ぎ
の
二
通
り
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

一
、
ス
ロ
ー
（
低
速
）

シ
ン
ク
ロ

シ
ャ
ッ

タ
ー
速
度
1/

60
秒

以
下

二
、
デ
ー
ラ
イ
ト
（
日

中
）
シ
ン
ク
ロ

シ
ャ
ッ
タ
ー
速
度

1/

２
５
０
以
下

ボ
活
用
の
撮
影
は
大
変
難
し

く
、
こ
れ
か
ら
ス
ト
ロ
ボ
の

利
用
方
法
や
知
識
を
覚
え
そ

れ
を
十
分
に
活
用
す
る
に

は
、
年
齢
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
気
力
体
力
と
も
に
限
界
を

感
じ
悩
ん
で
い
る
昨
今
で
し

た
。

▼
そ
こ
で
私
は
、

一
、
ブ
レ
の
防
止

二
、
瞬
間
光
に
よ
る
ス
ト
ッ

プ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果

の
二
点
に
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り

「
雑
誌
」
や
「
取
扱
説
明

書
」
な
ど
を
読
解
き
、

結
果
Ｆ
Ｐ
発
光
に
よ
る
高
速

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
て
の

デ
ー
ラ
イ
ト
（
日
中
）
シ
ン

▼
私
は
、
祭
り
や
催
行
事
・

花
・
鳥
、
更
に
は
風
景
な
ど

被
写
体
を
選
ば
ず
幅
広
く
、

カ
メ
ラ
片
手
に
写
真
撮
影
を

楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。

▼
第
二
の
人
生
の
つ
も
り
で

始
め
た
趣
味
の
写
真
で
す
が

カ
メ
ラ
の
機
能
や
写
真
撮
影

の
基
礎
知
識
を
覚
え
（
自
画

自
賛
で
す
）
且
つ
、
や
っ
と

作
品
作
り
も
手
掛
け
ら
れ
る

様
に
成
り
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
中
、
祭
り
・
催
行

事
な
ど
の
撮
影
を
中
心
に
ス

ト
ロ
ボ
活
用
の
場
面
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

▼
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
ロ

▼
ス
ト
ロ
ボ
撮
影
は
、
撮
影

時
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
幕
が
全
開

に
な
る
最
速
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

速
度
の
こ
と
を
「
同
調
速

度
」
と
い
い
、
そ
の
カ
メ
ラ

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
幕
全
開
状
態

と
な
る
同
調
速
度
以
下
で
な

け
れ
ば
使
え
な
い
。

（
通
常
は
1/

２
５
０
以

下
）

と
こ
ろ
が
、
・
・
・

・
・

【
以
下
次
号
掲
載
】

「早春の泉ケ岳」

私
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
体
験
記

高
瀬
英
雄


